
女性のためのつながりサポート事業（居場所づくり）
【名古屋市】

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 15,001 千円

交付金額 11,250 千円

事業番号 2-1

◯本市の第10回男女平等参画基礎調査（令和7年3月）によると、固定
的性別役割分担意識に賛成する人の割合について、本市は全国と比
較して高い傾向にあり、保守的な家族観を持つ人が多いことが明らか
となっている。

◯令和3年9月開始の「女性のつながりサポート事業」を実施してきた中
で、利用者の間で「家族関係やキャリア・将来等に関する様々な悩み
を持つ人同士の交流や、心身のケアができるセミナー」等のニーズが
高いことがわかってきた。

地域の実情と課題

◯男女センターにおいて女性が安心して過ごせる居場所を提供するこ
とで、これまで相談窓口を利用することにハードルを感じていた女性
が居場所の利用をきっかけに、必要な行政サービスに繋がるための
支援を行う。

◯居場所での懇談や支援員による気軽な面談（プチ相談）を通して、
人とのつながりの回復や自立のきっかけとするほか、利用者一人ひ
とりの課題やニーズに応じ、男女センターで実施する相談事業や、
就労・キャリアをはじめとした多種多様な講座事業等へのつなぎを
促進することで、経済的にも精神的にも自立した生活を目指す。

○居場所の提供
男女平等参画推進センターにおいて、ひとりで困難・不安を抱える
女 性が、誰でも気軽に訪れることができ、安心して過ごせる場の提
供等を行う。

○プチ相談
自分の気持ちや課題を整理したり、他の相談機関や支援機関につ
ながりたい方を対象に、支援員による気軽な面談（プチ相談）や、男
女平等参画推進センターの専門相談員による面接相談を実施する。

◯通年で毎週、同じ形での居場所の提供があることにより、支援員と
利用者、あるいは利用者同士の間で安心感が生まれ、年度後半に
かけて利用者同士の交流が増えた。

◯プチ相談から女性相談につながったり、居場所利用者が男女平等
参画推進センターの講座を受講したりする事例が見受けられ、利用
者は社会資源につながることができ、センターとしても機能強化につ
ながった。

◯令和7年度のリピーター率が85.7％と高いことから、当事業は安心し
て過ごせる居場所として定着している。

◯一方で、利用者の状況や希望は多様であるため、社会参加・就労等
へつながることを希望する利用者に対して、プチ相談や専門相談、
講座等への接続をより円滑にするなど、段階的な支援の選択肢と導
線の強化が課題である。

経営者団体、教育機関、市民団体（女性団体、男性団体等）、行政機
関の全47団体

目標・KPI 目標 実績

事業目標 居場所の延べ利用者数 900人
（アウトプット）

1,045人



事業の概要

①居場所の提供（のべ利用者数：1,045人）
○安心して過ごせる環境を提供するとともに、抱えて
いる困難について相談できる窓口等の情報を提供
した。

○支援員を常時配置し、懇談やプチ相談等により利
用者一人ひとりの状況を把握した。

○同じ境遇にある利用者同士が知り合い、社会との
つながりを回復することで自信や主体性を育み、自
立に向けたきっかけとなるよう運営を行った。

○必要な方に女性用品を提供した。

②プチ相談（のべ利用者数：160人）
○①の利用者の困りごとの整理の手伝いや支援
機関の紹介をし、利用者が必要な支援を受けら
れるよう、支援員による30分程度の気軽な相談
を実施した。

○プチ相談利用者のうち、希望者には男女平等参
画推進センターの専門相談員による面接相談を
実施した。

【開催日時】
毎週金曜日または土曜日（祝日、年末年始を除く）
令和7年4月～令和8年3月の期間で計40回
午後1時30分～16時30分
【開催場所】
男女平等参画推進センター（イーブルなごや）内
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